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➢１．天安門事件後の日本外務省における中国認識

➢２．日本の天安門事件外交への評価

➢３．外交記録公開による示唆
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➢１．史料研究――外務省外交記録（2020年および2021年に公開された）

➢２．聞き取り調査――宮本雄二・元駐中国大使（2021年12月22日、東京・港区）
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◼ アジアの民主化には独自の
事情がある

 民主化は改革・開放政策によりも
たらされたもの

 「一党独裁」と「近代化」は矛盾

7



 東アジアの民主化には独自の事情
がある

◼ 民主化は改革・開放政策に
よりもたらされたもの

◼ 「一党独裁」と「近代化」
は矛盾

8



◼ 中国を孤立させてはならない

 せっかく築いてきた日中関係を壊した
くない

 過度に反応せず、中国の近代化を引き
続き支持していく

 日中関係はウェイトで、独自性がある

 望ましい中国像は、あくまで安定した
近代化を進める中国

 日本の対中政策は時局に大きく影響す
る

 中国国内の反日感情を避ける

 中国は日本にとって戦略的価値がある
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◼ できる限り協力を続ける

 日本は経済利益だけ追求する悪印
象を与えたくない

 日本の経済協力は中国の近代化の
支え

 人権問題として対中経協政策を変
えるのは行き過ぎ

 「凍結」などのきつい表現を避け
るべき
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◼ 戦後処理としての対中
ODA の位置づけ

 アジア重要隣国としての配慮

 対中制裁が生み出すリスク

 欧米に同調し損なう国益

 「人権重視」しない国柄

 外務省が守ろうとした省益
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➢中国の国際秩序への引き込みによる予想外の重荷

➢日本の対中外交によりもたらされた東アジアの安定
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➢外交記録公開の「30 年ルール」

➢天安門事件発生して 30 年後の国際情勢

➢ソフトパワーとしての文書公開（服部龍二、2020：8）

➢公開による中国へのメッセージ

➢公開による日本へのメッセージ
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▪ 城山英已（2022）『天安門ファイル――極秘記録から読み解く日本外交の「失敗」』中央公論新社。

▪ 高嶺司（2016）『日本の対中国関与外交政策――開発援助からみた日中関係』明石書店。

▪ 服部龍二（2020）『外交を記録し，公開する なぜ公文書管理が重要なのか』東京大学出版会。

▪ 外務省外交記録「2020-0545 天安門事件（現地情勢と日本の対応） 2．5月」第2頁。

▪ 外務省外交記録「2020-0545 天安門事件（現地情勢と日本の対応） 3（1）中国情勢（自民党外交調査
会用資料）」第2、8、9頁。

▪ 外務省外交記録「2020-0545 天安門事件（現地情勢と日本の対応） 3（2）対中政策6/12」第14、104頁。

▪ 外務省外交記録「2020-0545 天安門事件（現地情勢と日本の対応） 3（4）中国情勢」第12頁。

▪ 外務省外交記録「2020-0545 天安門事件（現地情勢と日本の対応） 3．6月」第20－21、22頁。

▪ 外務省外交記録「2020－0555 サミット第15回アルシュ会議（中国に関する宣言）9（6） 次官の指示を
踏まえての修文（総理案） 7.11」第4頁。

▪ 宮本雄二・元駐中国大使インタビュー（2021年12月22日、東京港区） 28




